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狩
野
文
庫
致
(
四
)
|
|
狩
野
文
庫
研
究
の
書
誌
的
課
題
||
石
義
光
回
O
蒐
書
家
狩
野
亨
吉
(注
1
)
狩
野
亨
吉
の
精
力
的
な
蒐
曾
ぷ
り
は
、
伝
記
「
狩
野
亨
吉
の
生
涯
」
の
関
所
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
生
計
費
以
外
の
全
て
151-
を
(
社
会
人
と
し
て
の
株
の
購
入
、
或
は
教
育
家
と
し
て
の
交
際
費
等
の
必
要
経
費
は
除
く
)
蒐
軒
に
当
て
た
と
伝
え
ら
れ
る
所
蔵
曹
を
考
え
る
と
、
東
北
大
学
の
十
万
余
冊
に
加
え
て
、
京
都
大
学
ほ
か
数
ケ
所
に
残
さ
れ
て
い
る
旧
蔵
曹
の
み
で
は
、
決
し
て
大
き
な
数
字
と
は
云
え
な
い
。
大
正
年
聞
を
は
さ
む
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
時
代
は
、
近
代
日
本
の
新
体
制
の
始
動
と
と
も
に
、
旧
家
旧
蔵
の
狩野文庫致(四)
蔵
品
が
疏
れ
出
し
、
市
場
を
賑
わ
し
た
稀
有
の
時
代
で
あ
る
。
書
画
、
美
術
骨
置
を
主
と
す
る
売
立
て
の
記
録
と
し
て
の
「
売
立
目
(注
2
}
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
と
、
上
述
の
時
期
に
お
け
る
売
立
目
録
を
概
略
三
千
余
種
も
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
均
的
に
、
明
治
後
半
か
ら
昭
和
初
年
、
毎
年
七
i
八
十
件
の
売
立
て
が
あ
り
、
月
に
六
1
七
件
の
大
型
の
入
札
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
東
京
・
京
都
・
大
阪
の
三
都
を
主
と
す
る
に
し
て
も
、
そ
の
賑
わ
い
ぶ
り
は
想
像
に
難
く
な
い
。
更
に
、
明
治
の
末
頃
か
ら
始
ま
る
古
書
専
門
の
定
例
的
古
書
市
、
或
は
古
書
入
札
会
の
盛
行
も
加
わ
り
、
古
物
売
買
斡
旋
と
古
書
蒐
集
を
業
と
す
る
狩
野
亨
吉
の
、
周
辺
の
恵
ま
れ
た
好
条
件
は
肯
じ
得
る
こ
と
で
あ
る
。
狩野文胤致 {四}
狩
野
亨
吉
の
蔵
惜
は
、
大
正
元
年
東
北
帝
国
大
学
に
六
万
冊
を
譲
渡
し
た
後
も
、
す
ぐ
に
増
加
を
し
て
い
る
。
軒
誌
学
者
と
し
て
{
枠
拡
3
}
知
ら
れ
る
弘
文
荘
主
の
著
作
集
「反
町
茂
雄
文
集
」
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
三
代
の
古
密
接
界
の
動
向
を
知
る
上
で
貨
血
な
資
料
A
注
4
}
で
あ
る
が
、
作
野
平
吉
の
蔵
冊
目
が
二
度
に
わ
た
り
、
然
も
か
な
り
の
量
で
売
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
回
顧
談
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
十
て
十
二
年
、
再
度
に
わ
た
る
狩
野
文
庫
の
入
札
が
行
わ
れ
、
取
引
総
額
も
併
せ
て
約
三
万
円
、
偶
然
だ
が
東
北
帝
国
大
学
へ
の
第
一
次
納
本
の
代
価
と
ほ
ぽ
同
額
で
あ
る
。
但
だ
、
大
学
へ
の
納
入
は
狩
野
亨
吉
の
好
意
で
、
殆
ど
原
価
に
近
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
市
価
で
は
ニ
1
一
一
倍
で
あ
る
こ
と
は
念
頭
に
置
く
と
し
て
も
、
こ
の
大
正
宋
年
の
狩
野
文
庫
入
札
が
、
質
・
量
と
も
相
当
の
(詮
5
}
内
容
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
。
東
北
帝
国
大
学
関
係
に
戻
る
と
、
大
正
十
二
年
の
第
二
次
納
入
、
昭
和
四
年
の
第
三
次
納
入
で
、
合
計
約
八
万
冊
の
蔵
告
に
ふ
く
152-
れ
上
が
っ
て
い
る
。
精
選
さ
れ
た
第
一
次
納
本
六
万
冊
と
の
重
複
を
避
け
つ
つ
文
聞
を
補
強
し
続
け
、
加
え
て
そ
の
問
に
、
前
述
の
如
く
「狩
野
亨
吉
氏
蔵
書
売
立
展
観
目
録
」
(
美
濃
版
六
十
一
頁
)
ま
で
用
意
さ
れ
る
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
売
立
て
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
改
め
て
、
狩
野
亨
吉
の
稀
代
の
蒐
書
家
の
側
面
を
思
わ
ず
に
は
お
れ
な
い
。
O
書
誌
学
の
宝
庫
東
北
大
学
の
狩
野
文
庫
の
資
料
的
価
値
の
言
及
は
、
個
々
の
ジ
ャ
ン
ル
の
内
容
の
世
か
さ
の
指
摘
を
折
り
ま
ぜ
な
が
ら
も
、
「古
典
の
百
科
」「
科
学
史
の
武
庫
」「
江
戸
学
の
宝
町
」「
自
誌
学
の
宝
庫
」
な
ど
の
表
現
に
よ
る
紹
介
で
、
ほ
ゾ
言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「古
典
の
百
科
」
と
評
さ
れ
る
所
以
は
、
蔵
書
構
成
の
上
で
古
典
時
代
に
お
け
る
広
範
な
ジ
ャ
ン
ル
を
、
和
・漢
を
併
せ
て
網
羅
し
て
い
る
こ
と
、
「
科
学
史
の
宝
庫
」
は
、
古
典
文
庫
と
し
て
は
和
算
・暦
書
を
中
心
と
す
る
自
然
科
学
分
野
の
集
聾
に
豊
か
さ
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
評
で
あ
る
。
「江
戸
学
の
宝
庫
」
は
、
江
戸
の
文
芸
分
野
を
完
備
し
つ
つ
、
民
俗
・風
俗
全
て
に
わ
た
る
庶
民
文
化
分
野
を
も
カ
バ
ー
す
る
内
容
の
豊
か
さ
に
対
す
る
紹
介
で
あ
り
、
「書
誌
学
の
宝
庫
」
は
、
文
庫
を
構
成
す
る
個
々
の
図
書
の
有
す
る
書
誌
の
多
彩
さ
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
狩
野
文
庫
の
目
録
と
し
て
は
、
基
本
目
録
と
し
て
の
カ
1
ド
体
「
狩
野
文
庫
分
類
目
録
|
第
一
部
・第
二
部
・洋
哲
之
部
l
」
、
「
東
(注
6
}
(
注
7
}
北
大
学
所
蔵
和
漢
書
古
典
分
類
目
録
|
漢
籍
之
部
・
和
書
之
部
」
所
収
の
古
典
部
門
、
及
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
対
応
の
「
狩
野
文
{注
8
)
庫
目
録
・
和
啓
之
部
」
が
存
し
て
い
る
。
上
記
の
う
ち
、
事
務
用
目
録
と
し
て
の
カ
l
ド
体
目
録
の
み
が
、
明
治
以
降
の
新
書
部
門
と
洋
警
部
門
を
も
含
む
唯
一
の
総
目
録
で
あ
る
。
ま
た
、
目
録
情
報
と
し
て
も
必
要
な
注
記
事
項
を
も
含
む
、
い
わ
ば
原
稿
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
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狩
野
文
庫
の
古
典
部
門
は
、
上
記
二
種
の
冊
子
目
録
の
刊
行
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
は
紹
介
さ
れ
て
は
い
る
。
然
し
上
記
二
種
の
冊
子
目
録
は
、
前
者
の
所
蔵
函
架
目
録
、
後
者
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
リ
1
ル
対
応
の
検
索
目
録
と
し
て
の
性
格
か
ら
、
目
録
情
報
と
し
て
の
必
要
書
誌
項
目
は
自
ず
か
ら
制
限
さ
れ
て
お
り
、
狩
野
文
庫
の
か駒
田
誌
学
の
宝
庫
。
と
し
て
の
特
徴
は
、
僅
か
に
出
版
・
狩野文障政 (四)
書
写
に
関
わ
る
記
述
の
部
分
で
映
し
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
狩
野
文
庫
の
中
の
貴
重
書
指
定
の
図
普
約
六
O
O種
に
つ
い
て
は
、
{注
9
}
「
東
北
大
学
附
属
図
書
館
別
置
本
目
録
」
が
竿
く
か
ら
刊
行
さ
れ
、
そ
の
範
囲
で
は
蔵
書
印
を
含
め
て
、
或
る
種
の
書
誌
的
注
記
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
然
し
残
り
の
二
万
数
千
種
の
古
典
は
、
前
に
紹
介
し
た
事
務
用
基
本
目
録
(
分
類
目
録
)
と
し
て
の
カ
l
ド
目
録
上
に
、
蔵
曹
印
或
は
書
入
な
ど
を
中
心
と
す
る
注
記
が
存
す
る
の
み
で
、
ま
だ
書
誌
学
の
宝
庫
と
し
て
の
特
徴
的
な
部
分
は
十
分
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
稀
代
の
目
利
き
蒐
書
家
狩
野
亨
吉
の
蔵
書
、
狩
野
文
庫
研
究
の
課
題
は
多
い
。
以
下
は
、
そ
の
哲
誌
学
的
視
点
か
ら
の
考
察
が
、
今
狩野文郎孜 (lI.!l)
後
に
あ
ま
た
存
す
る
こ
と
を
考
え
、
幾
つ
か
の
項
目
に
つ
い
て
の
導
言
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
。
書
誌
学
の
宝
庫
。
た
る
所
以
の
一
端
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
古
誌
注
記
の
必
須
事
項
で
あ
る
蔵
哲
印
に
つ
い
て
カ
1
ド
を
繰
る
と
、
渡
部
遁
旧
蔵
本
「渡
部
文
庫
珍
蔵
暫
印
」
「渡
部
文
庫
」
印
の
多
さ
が
目
を
惹
く
。
数
千
冊
に
及
ぶ
個
人
の
蔵
舎
は
、
狩
野
亨
吉
の
一
括
購
入
的
蒐
集
の
例
示
で
も
あ
る
。
渡
部
氏
に
因
む
水
戸
の
脅
山
拙
驚
「
水
戸
青
山
氏
蔵
」
印
は
、
孝
経
関
係
二
百
余
種
に
存
す
る
。
個
人
と
し
て
多
い
も
の
と
し
て
、
蔵
書
印
と
し
(注
ω
}
て
は
著
名
な
屋
代
弘
賢
の
「阿
波
国
文
庫
」「
不
忍
文
庫
」
が
「古
事
僻
説
」
(
捌
)
以
下
二
十
余
点
存
し
、
比
較
的
普
本
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
続
い
て
塙
氏
(忠
詔
)「
温
古
堂
文
庫
」
も
「紀
藩
外
府
特
籍
目
録
」
(
お
)
外
十
余
点
、
式
事
三
馬
「式
84」
印
も
「
大
違
宝
船
」
(
削
)
以
下
の
草
双
紙
十
余
点
に
、
大
田
南
畝
「南
畝
文
庫
」
「
大
田
氏
蔵
書
」
も
、
萄
山
人
の
曹
人
を
も
伴
う
「百
物
語
評
判
」
(
湖
)
「
金
玉
ね
ぢ
ぶ
く
さ
」
(
澗
)
等
十
種
を
数
え
る
。
内
藤
駈
盟
「
内
藤
氏
蔵
」
は
「
久
能
山
修
覆
記
録
」
(
淵
)
等
七
点
、
大
久
保
紫
香
「紫
香
蔵
」
も
「
経
籍
答
問
」
(M)
外
五
点
、
腕
加
藤
幸
成
「腎
藤
文
庫
」
、
青
木
信
寅
「青
木
氏
印
」
、
森
立
之
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「森
氏
関
万
冊
府
之
記」
、
清
水
痢
臣
「
泊
沼
会
己
、
中
川
待
楼
「中
川
氏
蔵
」
、
篠
崎
小
竹
「小
竹
蹄
図
由
」、
阿
部
掠
軒
「福
山
文
庫
」
等
々
、
各
々
数
種
に
わ
た
る
蔵
冊
目
印
を
有
す
る
蔵
部
家
は
枚
挙
の
暇
が
な
い
ほ
ど
多
彩
で
あ
る
。
旧
藩
関
係
の
も
の
と
し
て
は
、
高
取
藩
「饗
庭
文
庫
」
の
「
忠
義
水
滞
伝
抄
訳
」
(
測
)
、
飯
田
城
主
堀
氏
「
堀
家
旧
蔵
」
「
堀
氏
蔵
書
印
」
の
「東
鑑
」
(
引
け
)
外
四
種
、
福
井
藩
「
松
平
氏
蔵
書
印
」
の
「
栗
山
堂
和
書
目
」
(
印
)
外
一
種
、
浜
松
城
主
水
野
家
「
引
鳥
文
庫
」
の
「中
山
世
譜
」
(鵬
)
外
二
種
、
尾
張
徳
川
家
「
張
府
内
庫
図
哲
」
の
「勢
州
輩
記
」
(
蹴
)
及
び
張
藩
の
印
と
推
測
さ
れ
る
「陶
曹
府
」
印
の
「経
典
題
説
円
本
将
籍
考
」
(
臼
)、
高
鍋
藩
「高
鍋
藩
蔵
書
印
」
の
「栴
呼
緋
正
」
(
附
)
、
安
中
藩
主
板
倉
節
山
「節
山
秘
蔵
」
の
「後
見
草
」
(揃
)
、
津
山
稽
「津
山
文
庫
」
の
「西
京
筆
語
」
(
澗
)
等
々
が
繰
ら
れ
る
が
、
各
々
一
点
1
数
点
の
域
を
出
て
い
な
い
こ
と
は
、
大
名
家
秘
蔵
の
蔵
書
の
性
格
を
反
映
す
る
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
文
庫
関
係
の
蔵
書
印
に
自
を
移
す
と
、
「
金
沢
文
庫
」
(
但
し
偽
印
)
の
「水
月
も
の
は
な
し
」
(
鵬
)
、
「
和
学
講
談
所
」
の
「
幼
学
魯
訓
」
(
側
)
及
び
「見
開
軍
抄
」
(
揃
)
、
宮
内
省
旧
蔵
本
「
徳
山
毛
利
氏
蔵
」
の
「
新
艶
異
編
」
(
刷
)
、
津
藩
有
造
館
「
有
造
館
記
」
の
「小
宇
紺
珠
」
(
加}、
「林
崎
文
庫
」
の
「邸
雑
姐
」
(
釧)、
「背
柳
館
文
庫
」
の
「唐
詩
事
略
」
(
雌)、
「浅
草
文
庫
」
(
但
し
明
治
期
の
も
の
)
の
「稲
葉
系
図
」
(
仰
)
、
文
庫
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
聡
珍
ら
し
い
「肝
聞
役
所
」
記
(
識
語
)
の
あ
る
「蔵
版
伺
御
用
留
抄
録
」
(
担
〉
或
は
「歌
舞
伎
座
著
作
室
用
」
印
の
「
十
八
史
略
便
蒙
」
(
側
)
等
々
も
混
え
、
家
蔵
印
と
は
異
な
り
数
で
は
及
ば
ぬ
ま
で
も
そ
れ
な
り
に
多
彩
で
は
あ
る
。
そ
の
他
、
書
擦
の
も
の
と
し
て
、
青
山
枇
杷
麿
「
青
山
堂
」
の
「
索
刻
書
目
」
(
犯
)
「
書
籍
目
録
作
者
寄
」
(
犯
)
、
「
書
自
答
問
」
(
邸
)
、
「
八
文
字
屋
」
の
「
枯
抗
集
」
(
帥
)
、
横
尾
卯
之
助
「
珍
書
俗
文
行
堂
」
の
「
曾
林
蔵
版
害
目
」
(
印
)
、
町
人
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
岩
本
活
束
子
「
達
摩
屋
五
こ
の
「
自
笑
楽
日
記
」
(
澗
)
等
が
あ
り
、
珍
ら
し
い
印
と
し
て
は
、
僧
印
の
あ
る
「
総
州
十
ニ
郡
村
名
集
」
(
珊
)
、
タ
ニ
シ
絵
の
印
の
「
老
人
雑
話
」
〈
揃
)
、
ひ
ょ
う
た
ん
印
の
「
武
林
隠
見
閑
談
録
」
(
側
)
、
奇
妙
な
印
の
「新
標
姓
氏
録
」
(
仰
)
等
も
あ
る
。
狩
野
文
庫
古
典
の
八
万
余
冊
に
お
げ
る
蔵
暫
印
の
資
料
集
め
は
、
既
に
述
べ
た
カ
l
ド
目
録
の
上
で
も
可
能
で
は
あ
る
。
然
し
、
目
-155-
録
記
入
時
点
で
は
解
読
不
能
の
も
の
、
或
は
捺
印
の
数
が
多
過
ぎ
る
た
め
8
そ
の
他
数
種
あ
り
e
と
い
う
注
記
で
済
ま
さ
れ
る
場
合
狩野文庫致(四)
も
あ
り
、
図
書
と
の
照
合
或
は
解
読
が
要
求
さ
れ
る
作
業
に
も
な
る
。
然
し
な
が
ら
、
図
書
の
流
伝
、
来
歴
は
、
書
誌
学
の
上
で
は
大
き
な
比
重
を
占
め
る
分
野
で
あ
り
、
蔵
書
印
と
閉
じ
意
味
を
も
っ
蔵
書
記
(
識
語
)
の
研
究
を
も
付
し
な
が
ら
の
他
日
の
大
い
な
る
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
戯
作
印
と
と
も
に
、
所
蔵
の
来
歴
を
示
し
つ
つ
、
時
に
は
既
存
の
図
魯
に
新
た
な
る
資
料
価
値
を
付
加
し
て
く
れ
る
の
が
冊
目
入
本
の
一
群
で
あ
る
。
狩
野
文
庫
の
書
入
本
の
多
さ
も
ま
た
、
書
誌
学
の
み
な
ら
ず
儒
学
・
漢
学
分
野
を
中
心
に
幅
広
い
分
野
を
賑
わ
し
狩野文/ilI玉虫{四}
て
い
る
。
既
出
「別
田
本
自
録
」
に
は
、
か
名
山
本
将
人
及
び
手
津
本
之
部
。
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
代
表
的
な
曾
入
本
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
数
と
し
て
の
岡
本
保
孝
を
筆
頭
に
、
一
般
曹
内
に
お
け
る
名
家
、
諸
家
の
邸
入
れ
の
多
さ
は
、
狩
野
文
庫
の
利
用
の
増
加
と
と
も
に
指
摘
さ
れ
続
M
り
て
い
る
。
儒
家
部
門
に
お
け
る
諸
家
の
曹
入
れ
は
、
そ
の
ま
ま
江
戸
の
経
学
の
新
資
料
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
漢
学
、
国
学
そ
の
他
の
分
野
で
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
辺
の
事
情
を
も
含
め
て
狩
野
文
庫
全
体
を
4
↑
貴
重
君
。
扱
い
と
す
る
所
以
と
も
な
っ
て
い
る
大
き
な
部
分
で
あ
る
。
前
の
蔵
書
印
の
確
認
と
は
異
な
り
、
利
用
さ
れ
て
行
く
な
か
で
の
哲
人
れ
の
存
在
の
確
認
或
は
筆
跡
の
照
合
、
特
定
と
い
う
書
誌
事
項
で
も
あ
り
、
目
録
カ
l
ド
上
に
お
り
る
注
記
は
ま
だ
ま
だ
不
備
と
思
わ
れ
る
。
但
だ
、
蔵
啓
印
と
か
ら
む
部
分
が
多
い
こ
と
か
ら
、
蔵
書
印
と
併
行
す
る
課
題
と
し
て
と
り
く
ま
れ
る
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
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料
入
本
に
対
し
て
、
そ
の
闘
自
体
が
資
料
的
価
値
を
強
く
有
す
る
一
群
が
、
原
本
類
・
稿
本
類
で
あ
る
。
必
ず
し
も
刊
行
を
意
図
し
な
い
、
記
録
風
の
文
献
が
原
本
類
、
刊
行
を
目
的
と
し
て
普
か
れ
る
文
献
が
稿
本
類
で
あ
る
。
後
者
は
更
に
、
既
刊
の
原
稿
類
と
未
刊
の
草
稿
類
と
に
区
別
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
既
に
「岩
波
国
魯
総
目
録
」
を
見
て
い
る
現
在
で
は
、
稿
本
の
性
格
は
大
部
分
僻
別
し
得
る
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
全
国
の
所
在
所
蔵
を
示
す
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
(
総
合
目
録
)
と
し
て
編
さ
れ
て
い
る
間
宮
自
の
内
で
は
、
情
報
源
の
記
述
に
よ
り
、
刊
本
に
対
す
る
写
本
、
即
ち
広
義
の
，
写
本
e
表
記
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
刊
本
を
未
だ
見
て
い
な
い
写
本
系
の
文
献
の
内
に
は
、
そ
の
性
格
、
資
料
価
値
な
ど
、
今
後
に
課
題
を
残
す
も
の
も
多
い
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
狩
野
文
庫
内
の
原
本
、
稿
本
も
結
椀
多
い
。
敢
え
て
数
例
を
紹
介
す
る
と
、
既
出
「別
白
本
目
録
」
の
か
原
本
・稿
本
類
之
部
。
著
録
以
外
か
ら
も
、
文
脅
・
記
録
類
の
史
料
は
別
格
と
し
て
、
「毛
利
出
雲
守
献
納
骨
目
」
(
削
)
「
天
地
館
蔵
書
目
録
」
(
印
刷
)
等
の
書
自
の
原
本
、
「考
定
書
目
原
稿
」
(
胤
)
「韓
由
目
杭
」
(
川
)
と
い
っ
た
紅
葉
山
文
庫
の
考
定
原
稿
、
或
は
大
部
の
三
浦
益
徳
「協
園
濃
部
一
九
冊
」
等
の
稿
本
が
班
ぐ
に
挙
げ
ら
れ
て
く
る
。
代
表
的
な
原
本
・
稿
本
を
著
録
す
る
「別
位
本
目
録
」
を
見
て
も
儒
家
・
和
学
者
諸
家
を
中
心
に
範
囲
の
広
さ
を
示
し
て
い
る
。
原
本
の
資
料
価
値
の
発
掘
、
稿
本
の
性
格
の
緋
別
等
、
こ
の
部
分
も
ま
た
大
い
な
る
課
題
を
も
っ
部
分
で
あ
る
。
原
本
・
稿
本
と
や
や
性
格
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
そ
の
部
分
を
含
み
な
が
ら
も
狩
野
文
庫
の
未
刊
本
の
多
さ
も
大
き
な
る
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
未
刊
本
は
、
そ
の
時
点
で
未
だ
刊
本
を
見
て
い
な
い
写
本
類
の
総
称
で
あ
る
。
「
岩
波
図
書
総
目
録
」
が
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
未
刊
の
伝
本
の
是
否
は
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
と
去
え
る
。
未
刊
写
本
は
研
究
者
に
と
っ
て
は
好
簡
の
資
料
群
で
あ
る
。
稿
本
は
除
く
と
し
て
も
、
未
刊
の
伝
本
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
随
筆
雑
考
雑
著
類
及
び
地
理
紀
行
、
文
学
紀
行
類
に
多
ぃ
。
い
わ
ゆ
る
原
本
的
性
格
の
濃
い
、
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日
記
風
の
或
は
随
筆
風
の
写
本
類
が
主
で
あ
る
が
、
グ
未
刊
。
の
語
の
も
つ
新
鮮
さ
は
、
新
資
(
史
)
料
と
し
て
の
資
料
価
値
の
発
掘
意
欲
を
倍
加
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
狩
野
文
庫
の
和
本
の
も
つ
、
質
・
抵
の
曲
泣
か
さ
に
対
し
て
、
狩
野
文
庫
の
唐
本
・
朝
鮮
本
は
両
面
と
も
の
遜
色
は
否
め
な
い
。
唐
本
と
い
う
彪
大
な
分
野
ま
で
を
も
含
め
た
百
科
の
構
成
は
、
日
本
思
想
史
を
主
軸
と
す
る
狩
野
亨
吉
と
し
て
は
、
意
図
し
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
も
文
庫
全
体
の
構
成
の
な
か
で
の
、
和
・
漢
の
古
典
的
構
成
は
整
備
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
に
は
大
部
の
頬
内
「
古
今
岡
持
集
成
」
を
も
有
す
な
ど
、
随
処
に
特
徴
的
な
集
幹
も
見
ら
れ
る
。
然
し
全
体
と
し
て
の
内
容
は
、
和
に
狩野文間放(問)
対
す
る
補
助
、
和
を
支
え
る
資
料
と
い
う
漢
締
の
位
置
づ
け
に
見
受
け
ら
れ
る
。
勿
論
書
誌
学
的
視
点
か
ら
み
る
と
、
漢
和
と
し
て
の
普
本
も
多
い
。
宋
版
「
王
状
元
集
百
家
注
分
類
束
披
先
生
詩
」
を
は
じ
め
と
す
る
幾
点
か
の
宋
・
元
版
、
或
は
明
刊
国
子
監
本
ニ
十
一
史
、
更
に
は
集
部
の
内
の
稀
観
の
小
説
等
で
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
の
内
容
を
以
て
し
で
も
、
和
本
之
部
の
有
す
る
如
き
多
様
な
書
誌
的
特
徴
に
は
及
.
は
な
い
。
量
的
な
理
由
に
自
問
す
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
敢
え
て
唐
本
之
部
と
し
て
の
課
題
を
考
え
る
な
ら
ば
、
稀
観
書
を
中
心
と
す
る
岱
誌
の
研
究
や
、
数
と
し
て
は
多
い
朝
鮮
渡
り
の
唐
本
か
ら
、
蔵
書
印
等
の
考
察
も
ま
じ
え
な
狩野文/ili孜(J14)
が
ら
漢
和
の
流
伝
ぶ
り
を
確
認
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
得
る
か
も
知
れ
な
い
。
。
4H誌
学
の
宝
庫
。
狩
野
文
庫
を
知
実
に
示
し
て
来
た
の
は
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
お
け
る
数
々
の
展
示
会
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
百
七
十
余
回
も
の
展
示
会
は
、
狩
野
文
庫
ぬ
き
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
圧
巻
は
昭
和
六
年
開
催
の
「
明
治
以
前
刊
本
展
」
で、
江
戸
期
の
部
分
で
は
寛
永
か
ら
慶
応
ま
で
一
年
を
も
欠
か
さ
ぬ
刊
本
を
揃
え
て
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
紹
介
し
た
哲
人
本
及
び
原
本
・
稿
本
等
に
因
む
展
示
会
も
、
殆
ど
が
狩
野
文
庫
か
ら
の
出
陳
で
あ
る
。
展
示
会
が
最
も
e
m
H
誌
学
の
宝
庫
。
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
来
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
の
序
と
し
て
、
蒐
書
家
狩
野
亨
吉
の
側
面
を
改
め
て
紹
介
す
る
形
を
と
っ
た
所
以
は
、
稀
代
の
目
利
き
の
蒐
脅
家
の
蔵
害
一158-
と
し
て
の
狩
野
文
庫
、
文
。
精
選
さ
れ
た
。
蔵
冊
目
と
し
て
の
狩
野
文
庫
の
再
認
識
の
た
め
で
あ
る
。
注
記
(
注
5
)
に
も
引
い
た
如
く
、
稿
本
・
書
入
本
等
を
好
み
且
つ
価
値
を
知
る
狩
野
亨
吉
の
蒐
替
の
成
果
の
過
半
の
部
分
が
狩
野
文
庫
で
あ
る
。
こ
こ
守
紹
介
す
る
項
目
以
外
に
も
、
課
題
は
多
く
存
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ら
に
対
す
る
、
多
厳
に
わ
た
る
嘗
誌
学
的
考
・
擦
を
継
続
さ
せ
て
行
く
な
か
で
、
狩
野
亨
吉
自
身
の
由
誌
学
も
自
づ
か
ら
紹
介
さ
れ
て
く
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
、淫
(
l
)
 
(2
}
 掲
H
江
舜
二
郎
世
也
、
明
治
容
院
昭
和
四
九
郡
守
淳
夫
編
、
一
九
九
七
現
在
狩野文Jol!~ (凹)
(
3
)
 
{
4
)
 
{
5
}
 
上
・
下
巻
東
京
文
庫
の
会
、
平
成
五
巻
下
、
9
4
白
台
業
界
を
諮
る
e
一
=
一0
1
一
三
一
真
閃
み
に
、
そ
の
内
容
も
白
宿
本
、
自
鍛
冶
H
入
本
、
古
写
本
、
省
版
本
、
絵
巻
等
を
多
く
含
み
、
そ
の
金
額
と
併
せ
て
・
和
本
の
入
札
会
と
し
て
は
一
時
期
を
画
す
る
も
の
e
と
回
顧
さ
れ
て
い
る
。
A
T
A
七
側
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
一
極
昭
和
四
九
l
五
七
「狩
野
文
雌
マ
イ
ク
ロ
版
集
成
」
東
京
丸
蒋
平
成
六
全
十
側
、
東
北
大
学
附
以
凶
許
館
M
輔
、
東
京
丸
善
平
成
六
東
北
大
学
術
属
図
轡
館
編
昭
和
十
一
年
、
昭
和
三
十
一
年
繕
訂
、
現
在
改
訂
増
補
版
予
定
狩
野
文
庫
の
蛋
梨
番
号
、
以
下
同
じ
(
6
)
 
{
7
)
 
(8) 
(9) 
(ω) 
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